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「日経平均専用過去動態分析ファイルの取り込み方」

ＪＰ法研究会のホームページに日経平均専用の過去動態分析ファイルをアップしました
ので、取り込み方を解説します。

日足は、１９９５年後半から２０１９年までを１つにまとめたもの
※１年単位で売買条件作成をしました。

週足は、１９９１年半ばから２０１９年までを１つにまとめたものです。

■手順

１．今回の動態分析ファイルを保存するフォルダを作成します。

※解説中、Ｆドライブの表記はＣドライブに置き換えて読み進めて下さい。
実際の作業がＦドライブだったのでそのような表記となっています。

ＪＰ分析メニューから、日経平均日足チャートを表示させ「動態分析」をクリックしま
す。

ここを変更します。

70割れで反発
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下記のように入力後、「フォルダ作成」をクリックします。

C:\WinJPDta\BEST1996-2019\

下記のメッセージが表示されます。「ＯＫ」をクリックします。

ここまでの手順で、動態分析ファイルを入れるフォルダが作成されました。

※どうしてフォルダを作成しないといけないかというと、今使用しているフォルダ、
[C:\WinJPDta\BEST]に上書きされるのを防ぐためです。
既に作成してある日経平均用動態分析ファイルがなくなりますので。

次は、ホームページから動態分析ファイルをダウンロードします。
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２．ホームページ上にある動態分析ファイルをダウンロードします。

プログラム修正のページを開きます。こちらのＵＲＬを開いて下さい。

http://www.neuralnet.co.jp/user/progdl.html

このページの一番下です。

まず日足から BEST10041.csvを右クリックします。

名前を付けてリンク先を保存を左クリックします。
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ここにc:\winjpdta\best1996-2019と入力しエンターキーを押下します。
※大文字、小文字はどちらでも構いません。

このように表記されます。



- 5 -

ファイル名をBEST10041.csvとします。

ファイルの種類は「すべてのファイル(*.*)」を選択します。

そして「保存」をクリックします。

以上で日足用がダウンロードされました。

同様に週足もします。ファイル名は、BEST10042.csvです。

ここまでで、動態分析ファイルのダウンロードは終了しました。

いつものように「売買サイン表示」をクリックしサインを表示させてみましょう。
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時間がかかります。※チェック中と表示されます。

直近、８月７日に売りサインが表示されました。
「ＯＫ」をクリックしていって下さい。何回か表示されます。

このようになります。売りサインは、５回表示されました。

この売りサインの内容を見るには、縦バーを表示させます。
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目標値は、21245円となっていますが、さすがにここまでは下がらないでしょう。

来週は下を意識したいところです。
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週足はこうなります。

３月の大底でサインが点灯していません。１９９１年からの条件には合致しない新たな
下落相場だったといえます。

これが動態分析の再現性の難しさです。条件を緩めればサインは出ます。どこまで緩め
るかがキモです。

売買サイン合致率を９８％以上とすると途端にサインが多発してしまいます。

そうすると、サイン作成時のルールを緩めるしかありません。

上昇率を５％以上にするとか、またはドローダウンを１０％とかにします。

※日経平均やＴＯＰＩＸのルールは個別銘柄とは違うので設定は難しいです。
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今回の過去動態分析のルールは、下記の通り売買条件の長さが「２０」として作成しま
した。

よって、「２０」でないとサインは表示されませんのでご注意下さい。

売買サインの再現性という問題を解決するためにわたしは毎日、売買サインの作成をし、
直近にサインが点灯しない場合は、売買サインの合致率を９８にして見ています。
※ＪＰメール配信でサインが表示されたらその旨記載しています。

売買サイン作成時の売買サイン合致率は、１００です。

こういう手順です。

直近は、８月６日 下記の条件で「売買サインを作成」をクリック
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直近にサインが出ず。

売買サイン合致率を９８へ

そして「売買サイン表示」をクリック 直近にサインは出ず。

８月７日 まず８月６日に作成した売買サインを使う。
売買サイン合致率は、１００で。「売買サイン表示」をクリック
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直近にサインが出ないので売買サイン合致率を９８で「売買サイン表示」をクリック

直近に出ず。

８月７日までのデータで「売買サイン作成」をクリック、売買サイン合致率は１００で。

直近に出ず。

売買サイン合致率を９８で「売買サイン表示」をクリック

直近に出ず。

ここまでの結果から、明日は上か下かは分からない。という判断です。

※日足なので過去１年間では、同じ局面がなかったといえます。

操作方法などで、ご不明な点はご連絡下さい。
簡単な遠隔サポートを使い、やり方を解説いたします。


